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出席者 相談セ三島氏・柿田委員長・冨安委員 

野澤委員・田中委員・鈴木委員・高辻委員 

佐藤・安形・玉川 

作 成 

安形 

1.議題 令和元年度   第 34 回 特養みその運営推進会議（R1年度第 5回） 

     （域密着型特別養護老人ホームみその）午後４時 30分 開 会 

  柿田委員長より挨拶 

  

2,内 容 

特養の入居者の状況及び活動について安形より報告。 

 

○入居者 

 9/16 要介護 4の女性を看取った 

 10/25 介護度 4の女性を看取った。 

 10/31 介護度 4の女性を看取った。 

 11/7 介護度 4の方を看取った。 

 9/28 介護度 4の女性が入居。 

 11/11 介護度 5の男性が入居。 

 平均年齢、介護度ともに、入れ替わりがあったことで上昇している。 

      

 ○活動報告について 

写真を見ながら、10月・11月の生活の様子を説明する。 

 新城市の「コスモスの小径」へ出掛けた。 

 あるユニットの壁飾り。利用者と一緒に紅葉の切り絵をした。また、入居者の方が描いた絵合わせの

札があったため、切り絵とどんぐりと一緒に飾り付けた。 

 誕生日の時の写真を一枚。 

 作品展にもドライブがてら出かけてきた。 

 特養・ショート合同で、毎年「秋の収穫祭」として新米を使った五平餅を作っている。豊根村出身の

職員がいるため、型を持って来ていただき、そこにご飯を詰めていただき、炭火で焼いて食べていた

だいた。入居者の方々は「これが五平餅を食べる時の流儀」とおっしゃって口の回りを味噌だらけに

して美味しそうに召し上がっていた。 

 キッズルームの子供たちとの交流会。とても微笑ましい表情をしてみえた。 

 最後の写真は前芝海岸まで個人外出をされた時の写真。この方は釣りが趣味だったため、竿も自分で

購入されて出かけた。少し遠出であることや海辺に行くことなどを考慮し、職員が二人ついていった。

11月頭に出かけたためすでにハゼ釣りのシーズン終盤だったのだが、1時間程の間に 2匹つることが

出来『竿がいいから』とご満悦だった。 

 

 ○事故報告について 

 転倒・転落事故が多い。同じ利用者が転倒することも多かった。その方の場合、居室内で転倒される

ことが多いが、職員が入室することを嫌がったり時には怒り出してしまってより危険な状況になって

大きな事故に繫がることもあるため、居室外に鏡を角度をつけて貼り付け、入口を少し開けた状態で

外から中を確認できるよう工夫した。 

 「火傷」 入れたばかりで高温のお茶を近くに置いたことで起きてしまった。温度の確認をするよ

うに心がけるようにした。 

 

 〇質疑応答 

 看取るのは職員か家族か。 → 様々。体調を崩されてくるとご家族に報告。それまでの話し合いの

中で「ここで最期を過ごさせて欲しい」というご家族の意思があれば、そのまま看取る支援を行っ

ていく。最後の瞬間は職員が見守る中…という方もいれば、御家族が同じ部屋に宿泊され、御家族

が見守る中…という方もいる。 

 作品展に飾られている「ヒマワリ」は一人の方が作ったのか。 → 花の中心部分は職員が作った

が、花びらは数人の利用者の方々が一枚一枚丸みを作った。展示する時にも部屋の角に飾ることで

より立体感が出るよう工夫した。 

 

 

 

 

 

 



 

以上で、地域密着型特別養護老人ホームみそのの状況・報告・質疑等を終え、全体を通じての質疑応答を

行う 

 介護認定について。どの人がどの程度の介護度なのか判断がつくのか。 → 明確な基準はない。「歩け

ないから介護度〇」「歩けるけど認知症が進んでいるから介護度〇」というわけではなく、その方一人

ひとりの訪問調査時の状況や、医師の診断書の内容に寄ってくる。まず、訪問調査で聞き取った状況

をコンピューターに入力することで一次判定が出て、その後、有識者や医師などを委員とする審査会

では話し合いが行われ、介護度が決まる。私たちから見れば同じような方でも介護度が異なってくる。

本来、介護度は「その人にどの程度の介護が必要か」ということを基準に決定されるので、訪問調査

の時にしっかりと状況を伝えて欲しいとご家族にお願いしている。ご本人は「出来る」と言われるこ

とが多いけれど、実際にはできないこと、困っていることがあると思うのでそうしたことをメモに残

しておくなどしてしっかりと伝えるようにして欲しいとお願いしている。 

 

続いて東部高齢者相談センター・三島氏の連絡事項に移る。 

 

○高齢者相談センター 三島氏 

 第 2回地域ケア会議が 12/19に開催される。東部包括では今までに自立支援のためのケア会議が 9

回行われ、その中で出てきた「地域課題」について医師や歯科医師、薬剤師、介護支援専門員、民

生委員などが話し合う。 

 

 

＊次回会議は 2/1（土）16：30～ 

                          （午後 5時 00終了） 

 


